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社会教育係 （志賀審議員兼務） 河津 一也
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南小国町役場 新規採用職員紹介

県庁からの
人事交流職員

地域おこし協力隊
新隊員

室む
ろ
は
ら原
知と
も
ま
さ正　

22
歳

小
国
町
出
身

【
ま
ち
づ
く
り
課 

広
報
情
報
係
】

幼
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
お
り
、

体
を
動
か
し
汗
を
流
す
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
特
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

趣
味
は
魚
釣
り
で
す
。
早
く
役
場
の

業
務
に
慣
れ
て
、

町
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を

傾
け
、
力
に

な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

江ご
う　

学ま
な
や哉　

19
歳

福
岡
県
大
牟
田
市
出
身

【
建
設
課 

土
木
係
】

私
は
持
ち
前
の
元
気
良
さ
で
、
南

小
国
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
建
設
課
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
な
生

活
を
守
る
た

め
に
、
日
々

全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

堀ほ
り　

巧た
く
ま真　

19
歳

大
分
県
杵
築
市
出
身

【
福
祉
課 

福
祉
係（
介
護
保
険
）】

小
学
校
・
中
学
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
お
り
、
高
校
時
代
は
弓
道
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
趣
味
は
料
理
を

作
る
こ
と
で
、
特
技
は
サ
ッ
カ
ー
の

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

す
。
福
祉
の

面
か
ら
町
民

の
皆
様
の
力

に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

佐さ
と
う藤
誉た
か
ま
さ将　

24
歳

大
分
県
豊
後
大
野
市
出
身

【
税
務
課 
税
務
係
】

４
月
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
南
小
国
町

の
こ
と
や
役
場
の
業
務
な
ど
覚
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
周

り
の
方
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
、

南
小
国
町
に
貢
献

で
き
る
よ
う

精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

浦う
ら
し志
航こ
う
せ
い世　

19
歳

大
分
県
大
分
市
出
身

【
福
祉
課 

福
祉
係
】

中
学
校
・
高
校
時
代
は
卓
球
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
で
、
大
分
に
い
た
頃
は
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
職
務
面
で

も
持
ち
前
の

体
力
を
活
か

し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い

ま
す
。

中な
か
お尾
勇ゆ
う
と斗　

19
歳

福
岡
県
福
津
市
出
身

【
町
民
課 

戸
籍
住
民
係
】

町
民
の
皆
様
と
多
く
関
係
し
て
い

く
大
変
重
要
な
課（
係
）に
配
属
さ

れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

元
気
良
く
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し

ま
す
。

赤あ
か
さ
き崎

慶よ
し
ひ
こ彦　

38
歳

鹿
児
島
県
出
水
市
出
身
、熊
本
市
在
住

【
ま
ち
づ
く
り
課 

審
議
員
】

熊
本
県
か
ら
人
事
交
流
で
こ
の
４
月

か
ら
南
小
国
町
役
場
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

町
の
皆
様
の
幸
福
量
が
最
大
化
す
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
声
か
け

い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

三み
ま
す舛

正ま
さ
ゆ
き順　

25
歳

広
島
県
廿
日
市
市
出
身

【
農
林
課
】

私
は
モ
ノ
づ
く
り
が
大
好
き
な
の

で
、
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
で
小
国
杉
を
使
っ

た
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
お
り
ま

す
！
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く

だ
さ
い
！
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○
新
入
団
員

第
２
分
団
１
部　

天
艸　

和
幸

第
３
分
団
４
部　

藤
里　

翔
太

第
３
分
団
５
部　

佐
藤　

征
将

第
３
分
団
８
部　

橋
本　

崇

第
３
分
団
９
部　

中
内　

優
作

第
３
分
団
10
部　

井
野　

航
輔

○
機
能
別
団
員

第
１
分
団　
　
　

加
藤　

宏
文

第
１
分
団　
　
　

北
里　

雄
一
郎

第
２
分
団　
　
　

石
橋　

博
之

○
昇
格
団
員

（
団
長
・
副
団
長
・
分
団
長
・
副
分
団
長
）

　
　
　

団
長　
　

加
賀　

孝
之

　
　
　

副
団
長　

佐
藤　

武
弘

第
３
分
団

　
　
　

分
団
長　

佐
藤　

孝
生

第
３
分
団
４
部

　
　

副
分
団
長　

藤
里　

秀
和

○
昇
格
団
員

第
１
分
団
１
部

　
　
　
　

部
長　

甲
斐　

竜
一

　
　
　
　

班
長　

穴
井　

俊
輔

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　

部
長　

中
島　

国
光

　
　
　
　

班
長　

片
倉　

和
生

第
３
分
団
４
部

　
　
　
　

部
長　

髙
村　

健
志

　
　
　
　

班
長　

井　
　

正
恵

第
３
分
団
８
部

　
　
　
　

班
長　

北
里　

將
寿

　
　
　
　

班
長　

丸
埜　

泰
裕

第
３
分
団
10
部

　
　
　
　

部
長　

大
塚　

日
本

　
　
　
　

班
長　

大
塚　

潤
一
郎

○
退
職
団
員

　
　
　
　

団
長　

佐
藤　

亨

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　

部
長　

宇
都
宮　

達
也

第
２
分
団
７
部

　
　
　

元
班
長　

河
津　

文
章

第
２
分
団
７
部

　
　
　
　

団
員　

増
永　

優
太

第
３
分
団
２
部

　
　
　
　

団
員　

髙
村　

祐
矢

第
３
分
団
５
部

　
　
　
　

団
員　

佐
藤　

貴
文

第
３
分
団
８
部

　
　
　
　

班
長　

井　
　

貴
樹

第
３
分
団
10
部

　
　
　
　

部
長　

村
上　

貴
幸

南
小
国
町
消
防
団 

団
員
異
動
（
敬
称
略
）

消防団長就任挨拶
　本年４月１日に、
佐藤前団長の後を受
けて、南小国町消防
団団長を拝命致しま
した、加賀孝之と申
します。
　思い起こせば、昭

和５９年１月に入団以来、早や３５年が経過
しました。
　その間、火災はもとより自然災害、人命
救助等々幾多の有事の際に出動し、住民の
皆様の生命・財産をお守りするという崇高な
使命のもと、今回、元号も改まり昭和・平成・
令和と消防団活動を務められることに改めて
身の引き締まる思いです。
　ひと昔前までは、『災害は忘れた頃にやっ
てくる』と言われていたものですが、最近で
は、地震や豪雨災害など大規模なものが幾
度となく発生し、『災害は必ずやってくる』と
言っても過言ではないと思い、日々の生活を
過ごさないといけないと思っております。
　その為にわが町でも、自治会単位での災
害避難訓練などが行われ、自主防災組織が
結成されるなど、住民の皆様の危機管理意
識が高まるなか、消防団と致しましても、な
お一層精進し、南小国町民の負託にお応え
できるよう頑張っていく所存でありますので、
何卒よろしくお願い申し上げます。
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生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
、
生
涯
一
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
及

び
登
録
受
付
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
も
し
く
は
、
注

射
日
当
日
に
会
場
の
獣
医
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
で
、
町
に
登
録
の
あ
る
犬

の
飼
い
主
に
は
、
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。
同
封
の

申
請
書
、
問
診
票
及
び
注
射
料

金
を
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
届
出
が
必
要
な
場
合

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し

た
。

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
。

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

注
射
を
受
け
た
。（
獣
医
師
発

行
の
証
明
書
を
ご
持
参
下
さ

い
。）

■
期
日

※
黒
川
地
区
の
会
場
が
国
道

４
４
２
号
線
沿
い
に
新
設
さ
れ

た
黒
川
温
泉
駐
車
場
へ
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
お
間
違
え
の
無

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
料
金

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

日　　時 時　　　　間 場　　所

5月20日（月）

午後1時30分～午後2時 満願寺公営駐車場

午後2時20分～午後2時50分 黒川温泉駐車場
（国道 442 号沿い）※

午後3時 5分～午後3時30分 波居原公民館

5月21日（火）
午後1時30分～午後2時10分 元気プラザ中原

午後2時30分～午後3時30分 役場駐車場

料　　金 未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 3,000 円 ―

注射料金 2,570 円 2,570 円

注射済票交付手数料 500 円 500 円

合　　計 6,070 円 3,070 円

※おつりのいらないようご協力をお願いします。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

＜補助事業募集のお知らせ＞　“ あなたのチャレンジ応援します！ ”
　まちづくり課において、次の２つの補助金について事業を募集します。
■補助事業名　①南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金
　　　　　　　②南小国町夢チャレンジ推進事業補助金
■概要

事業名・説明 補助金額 申請限度
①南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金
１）人づくり事業
　〇人材育成のための国内外での視察調査研究活動
２）地域づくり事業
　〇街並み景観、農村景観、自然環境保全活動等
　〇再生可能エネルギー開発に係る活動等
　〇美味しい村開発（特産品開発）に係る活動等

１）人づくり事業
　総事業費の 50％以内

１事業者１回限り
国内：上限 25 万円
国外：上限 50 万円

２）地域づくり事業
　総事業費の 80％以内

１事業者１回限り
上限 200 万円

②南小国町夢チャレンジ推進事業補助金
１）活動等の起業化に向けた取組
〇事業開始に必要な施設、備品整備、広報宣伝、商品販売に向
けた取組等

２）家賃補助
　〇町内での店舗開店

１）起業に向けた取組
　ソフト事業 80％以内
　ハード事業 80％以内

各 150 万円
※ソフト・ハード合わせ
て 300 万円

２）家賃補助
　30％以内

月５万円
※開店１年目から最大３
年間に限る。年度ごとに
申請が必要。

■募集期間　５月24日（金）まで
■募集方法　予算の範囲内で、前期（今回）と後期（９月）の２回募集します。
■問い合わせ　詳細や申請方法については、役場まちづくり課までお問合せください。☎（４２）１１１２ 
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

新
任
挨
拶

総
合
診
療
科
医
師　

續　

尚
子

　

今
年
4
月
に

小
国
公
立
病
院

に
赴
任
し
ま
し

た
續
と
申
し
ま

す
。
半
年
間
勤

務
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

小
国
公
立
病
院
の
総
合
診
療
科
は
現
在

常
勤
４
名
で
外
来
診
療
、入
院
診
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
入
院
診
療
で
は
、
細
菌
性

肺
炎
、
尿
路
感
染
症
な
ど
ご
高
齢
の
方
に

多
い
疾
患
か
ら
、
心
不
全
や
脳
血
管
疾
患
、

終
末
期
の
方
ま
で
幅
広
く
診
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
り
高
度
で
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
状
態
の
場
合
は
、
高
次
医
療
機
関

へ
の
紹
介
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

外
来
診
療
で
は
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
を
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
も
含

め
、
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
日
は
午
前
8

時
45
分
～
午
前
12
時
ま
で
毎
日
、
時
間
外

は
救
急
車
、w

alk-in

の
患
者
様
へ
の
診
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
国
郷
は
患
者
様
の
人
数
に
対
し
て
の

病
院
数
、
医
師
数
が
少
な
い
状
態
で
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
面
が
多
々
あ
る
か

と
存
じ
ま
す
。
少
し
で
も
地
域
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
挨
拶総

合
診
療
科
医
師　

松
田　

圭
史

　

今
年
４
月
よ

り
新
た
に
小
国

公
立
病
院
に
赴

任
致
し
ま
し
た

総
合
診
療
科
の

松
田
圭
史
と
申
し
ま
す
。

　

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
総
合
診
療
科
は
循
環
器
内
科
や
整

形
外
科
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
専
門
科

と
し
て
最
近
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
が
進
む
日
本
（
小
国
郷
は
さ
ら
に
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
）
に
お
い
て
、
複
数
の

慢
性
疾
患
を
有
す
る
患
者
が
増
加
し
、
治

療
だ
け
で
な
く
健
康
の
維
持
・
増
進
や
予

防
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
医

療
・
保
健
・
福
祉
な
ど
の
連
携
も
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た

の
が
総
合
診
療
専
門
医
で
す
。
言
い
換
え

る
と
地
域
医
療
の
専
門
医
と
も
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
熊
本
大
学
病
院
や
公
立
玉
名

中
央
病
院
で
総
合
診
療
・
地
域
医
療
を
学

ん
で
き
ま
し
た
が
、
小
国
郷
は
そ
の
実
践

の
場
と
し
て
格
好
の
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院

ス
タ
ッ
フ
・
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
、
よ

り
よ
い
医
療
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東
は

大
分
県
日
田
市
と
接
す
る
山
間
の
村
「
星

野
村
」。
基
幹
産
業
は
農
林
業
、
特
に
茶

と
花
木
の
生
産
が
盛
ん
で
、
夜
に
は
満

天
の
星
空
が
ひ
ろ
が
る
静
か
な
村
で
す
。

　

ま
た
、
天
保
年
間
に
刻
ま
れ
た
碑(

い

し
ぶ
み)

が
残
る
石
積
み
の
棚
田
や
、
南

北
朝
時
代
懐
良
親
王
ゆ
か
り
の
大
円
寺
、

江
戸
時
代
久
留
米
藩
の
御
用
窯
と
し
て

多
く
の
茶
壷
、
茶
器
を
残
し
た
星
野
焼

な
ど
、
歴
史
ロ
マ
ン
の
息
吹
を
感
じ
ら

れ
る
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

星
野
ブ
ラ
ン
ド
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、

高
級
茶
「
玉
露
」
に
知
ら
れ
る
「
星
野
茶
」

で
す
。
全
国
茶
品
評
会
に
お
い
て
も
認

め
ら
れ
、こ
れ
ま
で
多
数
の
農
林
水
産
大

臣
賞（
全
国
一
位
）を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑨福岡県　八女市星野村

◆人　口：約２，４６０人
◆地域資源：石積棚田・星野茶

玉露の収穫

棚田の田植え
“ 星の新茶まつり ” 開催！
　手もみ茶の実演や、釜炒り茶体験、
野点（野外で頂く抹茶）などお茶に
まつわるイベントのほかに、星野村
特産のサツキを使った盆栽展示など
が行われます。
■開催日　６月１日（土）２日（日）
■場　所　茶の文化館
　　　　　（八女市星野村 10816-5）
■電　話　０９４３（５２）３００３
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２
０
１
９
年
度
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
か
ら
定
期
接
種
と
し
て
開

始
さ
れ
た
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
、
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で

あ
り
、
死
亡
者
の
多
く
が
65
歳
以
上
の

方
で
す
。肺
炎
で
一
番
多
い
病
原
菌
は
、

肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
お
く
と
、
肺
炎
の
予
防
や

肺
炎
に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
す
む

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
に
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
既
に
ご
案
内
文
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療

機
関
に
直
接
予
約
を
行
い
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
と
い
う
記
録
が

役
場
に
残
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

定
期
接
種
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
今
年
度
の
対
象
者

①
下
記
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
方

②
60
～
64
歳
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
活
動
が
困
難
な
程
度
の
障
害
が

あ
る
方

※
ご
案
内
文
が
届
い
た
方
で
あ
っ
て

も
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
事
前
に
保
健
師
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
接
種
回
数

１
人
に
つ
き
１
回

◆
自
己
負
担
額

２
，
０
０
０
円

◆
接
種
期
間

２
０
１
９
年
４
月
８
日（
月
）～

２
０
２
０
年
３
月
31
日（
火
）

※
こ
の
期
間
に
接
種
出
来
な
か
っ
た
場

合
は
、
そ
の
後
任
意
接
種
扱
い
（
全
額

自
己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

◆
持
参
品

予
診
票
、
健
康
保
険
証

◆
医
療
機
関

①
小
国
郷
内
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る

場
合

・
小
国
公
立
病
院

・
お
ぐ
に
整
形
外
科

・
お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
蓮
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
小
国
郷
以
外
の
医
療
機
関
を
希
望
す

る
場
合

・
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
接
種
が
行
え

な
い
場
合
や
町
か
ら
医
療
機
関
に
依
頼

状
を
発
行
す
る
必
要
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
行
う
一
週
間
前
ま
で
に
保

健
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
依
頼
状
が
な
い
場
合
は
任
意
接
種
と

な
り
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
と
き
の
補

償
内
容
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

毎
年
５
月
の
第
４
週
は
「
肝
臓
週
間
」

　

肝
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の

普
及
、
感
染
予
防
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
、
今
年
は
５

月
20
日
～
26
日
ま
で
を
肝
臓
週
間
と
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
肝
臓
の
働
き

　

肝
臓
は
肝
細
胞
に
お
い

て
、
原
料
を
化
学
反
応
に

よ
っ
て
加
工
す
る
工
場
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

①
代
謝
…
食
べ
物
か
ら
摂
っ
た
糖
や
た

ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
を
体
内
で
使
え
る
形

に
変
え
て
貯
蔵
し
、
必
要
な
時
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
も
と
と
し
て
供
給
し
ま
す
。

②
解
毒
…
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
、
老
廃
物

な
ど
の
有
害
な
物
質
を
分
解
し
、
体
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
無
毒
化
し

ま
す
。

③
胆
汁
の
生
成
、
分
泌
…
肝
臓
で
作
ら

れ
た
老
廃
物
を
流
す
胆
汁
を
生
成
・
分

泌
し
ま
す
。
胆
汁
は
、
脂
肪
の
消
化
吸

収
を
助
け
る
消
化
液
で
も
あ
り
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 29 年 4 月 2 日生～昭和 30 年 4 月 1 日生の方
70 歳 昭和 24 年 4 月 2 日生～昭和 25 年 4 月 1 日生の方
75 歳 昭和 19 年 4 月 2 日生～昭和 20 年 4 月 1 日生の方
80 歳 昭和 14 年 4 月 2 日生～昭和 15 年 4 月 1 日生の方
85 歳 昭和 9 年 4 月 2 日生～昭和 10 年 4 月 1 日生の方
90 歳 昭和 4 年 4 月 2 日生～昭和 5 年 4 月 1 日生の方
95 歳 大正 13 年 4 月 2 日生～大正 14 年 4 月 1 日生の方

100 歳 大正 8 年 4 月 2 日生～大正 9 年 4 月 1 日生の方
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軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
付
は
５
月
31
日（
金
）ま
で
に

軽
自
動
車
税

　

役
場
か
ら
５
月
中
旬
頃
に
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
検
証
の
交
付

を
受
け
る
と
き
は
「
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
継
続
車
検
用
）」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
納
税
証
明
書
の
発
行
方
法
】

◎
口
座
振
替
で
納
税
す
る
場
合

　

町
で
納
付
確
認
後
に
発
送
作
業
を
行

い
、
６
月
末
日
ま
で
に
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
（
継
続
車
検
用
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
車
検

用
）が
届
く
ま
で
の
間（
６
月
中
）に
車
検

を
受
け
る
場
合
は
、
納
付
確
認
後
に
役
場

税
務
課
窓
口
で
納
税
証
明
書
を
交
付
し
ま

す
。

◎
納
付
書
で
納
税
す
る
場
合

　

納
付
書
に
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

納
税
後
に
、
領
収
印
が
押
さ
れ
た
も
の

は
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の

で
車
検
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の
人

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
１
台
の
税
金
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
専
ら
身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め

に
利
用
さ
れ
る
構
造
の
軽
自
動
車
な
ど

（
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
使
用

す
る
昇
降
装
置
を
装
着
す
る
な
ど
特
別
仕

様
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
車
検
証

な
ど
で
確
認
が
と
れ
る
も
の
）
も
対
象
と

な
り
ま
す
。減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
税
務
課
ま
で
減
免
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

５
月
31
日（
金
）

※
納
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
提
出
書
類

・
減
免
申
請
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
印
鑑

■
そ
の
他

・
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
昨
年
、
減

免
を
受
け
た
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

・
申
請
書
は
、
役
場
税
務
課
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
普

通
自
動
車
税
は
減
免
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税

　

熊
本
県
か
ら
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

を
５
月
初
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
各
広
域
本

部
・
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事
務
所
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
自
動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
１
６

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

２
０
１
９
年
度
４
月
１
日
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
、
お
よ
び
低

所
得
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
所
得
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
課
税
限
度
額

基
礎
課
税
額

〈
現　

行
〉
→

58
万
円

〈
改
正
後
〉
→

61
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

〈
改
正
無
し
〉

19
万
円

介
護
納
付
金
課
税
額

〈
改
正
無
し
〉

16
万
円

■
軽
減
判
定
所
得
算
定
式

７
割
軽
減
基
準
額

〈
改
正
無
し
〉

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

５
割
軽
減
基
準
額

〈
現　

行
〉
→

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
27
・
5
万
円
×（
被
保
険
者
数
＊
）

〈
改
正
後
〉
→

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
28
万
円
×（
被
保
険
者
数
＊
）

２
割
軽
減
基
準
額

〈
現　

行
〉
→

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
50
万
円
×（
被
保
険
者
数
＊
）

〈
改
正
後
〉
→

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
51
万
円
×（
被
保
険
者
数
＊
）

＊
被
保
険
者
数
に
は
、
同
じ
世
帯
の
中
で

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
移
行
し
た
者
を

含
む
。

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

広報きよら 2019.5
8



３
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
皆
様
の
ご
希
望

に
そ
え
る
よ
う
な
本
を
取
り
そ
ろ
え
、
充
実
し
た
図
書
室

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

3
月
は
、
19
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。

①
ひ
と
つ
む
ぎ
の
手

②
こ
の
高
鳴
り
を
僕
は
青
春
と
呼
ぶ

③
臨
床
犯
罪
学
者
・
火
村
英
生
の
推
理
３
ダ
リ
の
繭 

上

④
臨
床
犯
罪
学
者
・
火
村
英
生
の
推
理
３
ダ
リ
の
繭 

下

⑤
黄
泉
が
え
り 

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ

⑥
戦
場
の
レ
ビ
ヤ
タ
ン

⑦
信
長
の
原
理

⑧
魔
眼
の
匣お

り

の
殺
人

⑨
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
シ
ピ

⑩
は
じ
め
て
マ
マ
＆
パ
パ
の
育
児
０
～
６
才
病
気
と
ホ
ー

ム
ケ
ア

⑪
恐
竜
の
子
孫
た
ち  

新
版

⑫
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑬
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑭
杉
原
千
畝
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑮
円
谷
英
二
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑯
伊
能
忠
敬
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑰
葛
飾
北
斎
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑱
嘉
納
治
五
郎
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑲
名
探
偵
コ
ナ
ン
推
理
フ
ァ
イ
ル
九
州
地
方
の
謎

2019 年度　月別納付税目一覧表　　　　（注）●の印が納める月です。

軽自動車税 固定資産税
町県民税 国民健康保険税 納付期限

（口座振替日）納付書・口座 年金差引き 納付書・口座 年金差引き

４月 ● ●

５月 ●全期 ●１期 5 月 31 日

６月 ●１期 ● ●１期 ● 7 月 1 日

７月 ●２期 ●２期 7 月 31 日

８月 ●２期 ● ●３期 ● 9 月 2 日

９月 ●３期 ●４期 9 月 30 日

１０月 ●３期 ● ●５期 ● 10 月 31 日

１１月 ●４期 ●６期 12 月 2 日

１２月 ●４期 ● ●７期 ● 12 月 25 日

１月 ●８期 1 月 31 日

２月 ● ●９期 ● 3 月 2 日

３月 ●10期 3 月 31 日
※町県民税の給与天引き（特別徴収）は６月分～翌５月分までの12回で納めることになります。納付期限は翌月の10日です。

令
和
へ
と
構
う
天
守
閣
楠
若
葉

佐
藤　

淡
竹

残
り
鴨
一
羽
水
尾
引
き
連
れ
て
引
く

佐
藤　

淡
竹

桜
散
り
元
号
平
成
消
え
て
行
く

日
隈
湯
風
呂

夏
敬
老
令
和
と
書
か
れ
し
案
内
状日

隈
湯
風
呂

孫
の
来
る
空
港
庭
園
つ
つ
じ
萌
ゆ佐

藤
須
磨
子

窓
一
杯
初
夏
の
熊
本
城
を
据
え
ホ
テ
ル

佐
藤
須
磨
子

当
選
と
決
り
し
夜
明
爽
や
か
に

日
隈　

初
美

草
原
に
我
が
物
顔
で
蕨
摘
む

日
隈　

初
美

霧
晴
れ
て
水
平
線
に
島
一
つ

北
里　

典
子

う
ら
ら
か
や
弁
当
持
参
山
に
入
る北

里　

典
子

幸
せ
と
種
芋
を
選
ぶ
二
人
し
て

河
津　

ス
ヤ

新
築
に
孫
の
守
り
す
る
五
月
晴

河
津　

ス
ヤ

合
は
す
手
の
背
は
皆
美
し
花
ま
つ
り

北　
　

千
鶴

薫
風
に
声
嗄
ら
し
つ
つ
ゆ
く
鶯
嬢北　

　

千
鶴

9
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利
殖
勧
誘
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
！　

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外
国

通
貨
、事
業
等
へ
の
出
資
や
投
資
話
な
ど
、

儲
け
話
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被

害
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
契
約
金

額
、
既
に
支
払
っ
た
金
額
と
も
に
高
額
で

あ
り
、
当
事
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
深
刻

な
状
況
で
す
。～こんな｢うまい話 ｣にご用心～

　・上場確実です！
　・必ず儲かります！
　・元本も保証します！
　・あとで必ず高く買い取ります！

　

金
融
商
品
の
購
入
に
は
必
ず
リ
ス
ク
が

伴
う
も
の
。「
絶
対
に
儲
か
る
」「
確
実
な

商
品
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に　

〈
悪
質
業
者
の
主
な
手
口
〉

点
検
商
法

　

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
「
水
道
管

の
中
が
錆
び
て
い
る
」
な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ

て
、
必
要
の
な
い
工
事
を
施
工
し
た
り
す

る
手
口
。

送
り
付
け
商
法

　

健
康
食
品
等
を
一
方
的
に
送
り
付
け
て

購
入
さ
せ
る
手
口
。

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

　

日
用
雑
貨
品
を
格
安
に
販
売
す
る
な
ど

と
宣
伝
を
し
、客
を
集
め
、

雑
貨
品
を
無
料
で
配
る
な

ど
し
た
後
、
高
額
な
健
康

器
具
や
布
団
等
を
売
り
つ

け
る
手
口
。

　

う
ま
い
話
、
絶
対
儲
か
る
話
に
は
、
必

ず
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
相
談
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
31
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
ひ
と
つ
ず
つ

　
　
　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
」

新
分
署
長
挨
拶

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
消
防
業
務

に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
私
こ

と
４
月
１
日
付
で
北
部
分
署
に
着
任
し
ま

し
た
。
約
３
年
前
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本

地
震
を
は
じ
め
、
毎
年
の
よ
う
に
ど
こ
か
で

発
生
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど

大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

防
災
の
一
端
を
担
う
立
場
と
し
て
改
め
て

職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
任
期
中
は
関
係
機
関
と
協
力

の
上
管
内
の
安
心
安
全
を
確
固
た
る
も
の

と
す
る
べ
く
、
北
部
分
署
職
員
一
丸
と
な
っ

て
職
務
を
遂
行
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て

お
礼
か
た
が
た
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

定
期
異
動

○
異
動
し
た
職
員

　

分
署
長　
　

江
藤　

幸
紀

　

消
防
一
課　

野
尻　

計
介

　
　
　
　
　
　

穴
井　

吉
近

　
　
　
　
　
　

岩
永　

孝
綱

　
　
　
　
　
　

倉
岡　

昂
輝

　
　
　
　
　
　

阿
蘇
品　

悟

　

消
防
二
課　

穴
井　

雄
二

　
　
　
　
　
　

渡
邉　

興
輔

　
　
　
　
　
　

松
本　

康
平

　
　
　
　
　
　

穴
井　

綾
悟

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

仁

　

消
防
三
課　

安
藤　

洋
一

　
　
　
　
　
　

麻
生　

泰
伸

　
　
　
　
　
　

穴
井　

理
敦

○
異
動
し
て
き
た
職
員

　

分
署
長　
　

川
崎　

直
幸

　

消
防
一
課　

渡
辺　

大
三

　
　
　
　
　
　

木
山　

貴
文

　
　
　
　
　
　

髙
鍋　

主
税

　

消
防
二
課　

和
田　

増
朗

　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

亮

　
　
　
　
　
　

西
村　

亮　

　
　
　
　
　
　

齋
藤　

天
海

　

消
防
三
課　

杉
本　

英
二

　
　
　
　
　
　

甲
斐　

龍
太
郎

　
　
　
　
　
　

河
津　

武
史

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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４
月
12
日
に
南
小
国
中
学
校

の
全
生
徒
対
象
に
人
権
講
話
を

実
施
し
ま
し
た
。
写
真
か
ら
も

推
察
さ
れ
る
よ
う
に
終
始
た
いへ

ん
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
人
と
人
と
が
つ

な
が
る
う
え
で
「
あ
い
さ
つ
」

が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
私
も
南
小
国
中

学
校
の
正
門
前
で
あ
い
さ
つ
運

動
を
始
め
て
11
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
で
私
が

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
時
、
ど

ん
な
声
か
け
を
し
ま
す
か
と
投

げ
か
け
ま
し
た
。「
３
日
続
け

て
学
校
を
休
ん
だ
級
友
が
学
校

に
出
て
来
た
時
」「
あ
の
人
は
、

小
学
校
の
時
、
よ
く
ウ
ソ
を
つ

き
よ
ら
し
た
よ
。
だ
か
ら
、
友

だ
ち
に
な
ら
ん
が
よ
か
よ
。
と

言
わ
れ
た
時
」
指
名
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

○
大
丈
夫
、心
配
し
と
っ
た
よ
。

○
う
わ
さ
に
ま
ど
さ
わ
れ
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
合
っ

て
み
る
。

　

最
後
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
水

俣
病
問
題
な
ど
人
権
問
題
を
考

え
る
時
は
、
真
実
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染

症
で
水
俣
病
は
中
毒
症
で
す
。

ど
ち
ら
も
人
に
移
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
真
実
を
知
ら
な
い

こ
と
が
、
人
を
差
別
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

人
権
と
は
「
自
分
の
大
切
さ
と

と
も
に
、
他
の
人
の
大
切
さ
を

認
め
る
こ
と
」
こ
の
こ
と
を
常

に
頭
に
入
れ
て
生
活
し
て
下
さ

い
、
と
訴
え
ま
し
た
。

生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

○
今
回
の
講
話
を
聞
い
て
僕

は
、
３
回
目
だ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
人
権
の
こ
と
は
完
璧
に

な
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、

改
め
て
人
権
が
な
ぜ
大
切
な
の

か
、
な
ぜ
学
ん
で
い
る
か
な
ど

考
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

人
権
と
は
、
自
分
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
相
手
の
こ
と
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
た

り
前
に
し
て
い
た
あ
い
さ
つ
も

今
後
、
考
え
な
が
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
は
じ
め

は
、
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
、

い
つ
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で
無

意
識
に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
つ

も
行
っ
て
い
る
意
識
し
て
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
生
活
で
さ
ら
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
知
識

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

○
今
日
の
講
話
を
聞
い
て
感
じ

た
の
は
、
人
は
言
葉
で
も
つ
な

が
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。あ
い
さ
つ
を
す
る
だ
け
で
、

人
を
変
え
ら
れ
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
は
、
す
ご
く
心
に
残

り
ま
し
た
。
入
学
し
た
時
は
、

あ
い
さ
つ
が
あ
ま
り
好
き
で
は

な
く
し
た
く
な
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
に

な
っ
て
か
ら
は
、
相
手
の
笑
顔

だ
っ
た
り
、
つ
な
が
れ
る
よ
う

な
感
じ
が
し
て
あ
い
さ
つ
が
と

て
も
大
好
き
で
す
。
絶
対
に
あ

い
さ
つ
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
私
は
、
予
断
と
偏
見
に
つ
い

て
の
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

私
も
新
し
く
来
る
生
徒
や
先
生

に
つ
い
て
の
う
わ
さ
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
そ
れ
が
よ
い
プ
ラ

ス
の
う
わ
さ
だ
と
い
い
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ナ
ス
な

う
わ
さ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
会
っ
て
み
る
と
印
象
が
全
く

う
わ
さ
と
違
う
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
私
も
ク
ラ
ス
に

転
校
生
が
来
た
時
、
同
じ
経
験

を
し
た
の
で
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
や
っ
ぱ
り
、
本
当
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
の
に
マ
イ
ナ
ス

の
方
へ
人
の
う
わ
さ
を
立
て
る

こ
と
は
よ
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た

考
え
方
を
で
き
る
だ
け
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

同
じ
話
で
も
一
人
一
人
捉
え

方
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
と
重

ね
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
く
れ

た
か
ら
だ
と
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
月
18
日
の
南
小
国
中
学

校
体
育
大
会
で
の
生
徒
た
ち
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

181

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
南
小
国
中
学
校
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　熱心に聞く南中生
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４
月
８
日（
火
）は
午
前
中
に
新
任
式
と

始
業
式
、
午
後
か
ら
入
学
式
が
行
わ
れ
、

新
任
式
で
は
校
長
先
生
を
は
じ
め
７
名
の

先
生
を
迎
え
ま
し
た
。
続
く
始
業
式
で
は

「
大
い
に
学
び
、

挑
戦
し
、
新
し

い
年
号
を
迎
え

る
と
同
時
に
新

し
い
小
国
高
校

を
作
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
」
と

校
長
先
生
か
ら

の
話
が
あ
り
、

「
挑
戦
」
を
小

国
高
校
の
今
年

度
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
午
後
か

ら
の
入
学
式
で

は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
桜
が
舞

う
中
、
57
名
の
新
入
生
が
凛
と
し
た
姿
勢

で
式
典
に
臨
み
、
高
校
生
活
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

４
月
９
日（
水
）の
午
後
か
ら
対
面
式
と

部
活
動
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
対
面
式
で

は
新
入
生
と
２
・
３
年
生
の
初
め
て
の
顔

合
わ
せ
で
し
た
が
、
生
徒
会
の
歓
迎
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
19
日（
日
）に
開

催
す
る
体
育
大
会
の
結
団
式
が
あ
り
、
各

団
の
団
長
・
団
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
結
束

し
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
体
育

大
会
へ
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
小
国
高

一
同
大
会
成
功
へ
全
力
で
挑
み
ま
す
。
地

域
の
皆
様
方
の
御
協
力
と
御
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り

８
名
の
職
員
が
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
８
名
の
新
職
員
を
加
え
、
総
勢

31
名
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

校長　西　雅子南條　佳奈長濵　千佳

菊本　雄仁 大橋　奈央 磯道　菜穂 松岡　毅剛 森　一郎
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今
年
度
の
活
動
開
始
‼

〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

　

五
月
晴
れ
の
空
に
青
葉
が
眩
し
い
時
期

に
な
り
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？
『
平
成
』
も
終
わ
り
、

新
元
号
『
令
和
』
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
！
来
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
数
年
後

に
は
お
札
も
新
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。ど
ん
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
か
、

ど
ん
な
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
か
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
ね
☆

　

さ
て
、わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
も
心
機
一
転
、

５
月
よ
り
本
格
的
に
活
動
が
始
ま
り
ま
す

☆
す
で
に
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
新
規
加
入
者
・
新
規
ク
ラ
ブ

は
今
月
か
ら
活
動
ス
タ
ー
ト
で
す
‼
昨
年

度
は
８
つ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
な
ん
と
５
つ
の
ク
ラ
ブ
が

新
た
に
加
わ
り
、
13
の
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

と
な
り
ま
す
！
運

動
系
ク
ラ
ブ
や
文

化
ク
ラ
ブ
と
、
多

種
多
様
な
ク
ラ
ブ

が
あ
る
の
で
、
自

分
に
合
う
ク
ラ
ブ

が
き
っ
と
見
つ
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

☆
一
般
の
方
も
参
加
可

能
な
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
親
子
で
も
、

お
孫
さ
ん
と
で
も
、
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
よ

～
！
も
ち
ろ
ん
、
私
も
昨
年
同
様
、
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
皆
さ
ん
に
会
い
に
、勉
強
に
、

お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
♡

　

申
込
用
紙
を
出
し
忘
れ
て
し
ま
っ
た

方
、
他
に
も
追
加
で
入
り
た
い
！
と
思
っ

て
い
る
方
、
ま
だ
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
よ

～
‼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
は
新
規
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
！
も
ち
ろ
ん
、
見
学
か
ら
で
も
大

丈
夫
で
す
よ
～
☆

　

さ
あ
、
今
月
末
に
は
第
１
回
目
の
全
体

会
「
発
足
式
」
を
開
催
し
ま
す
！
事
務
局

で
は
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
☆

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の〝
わ
く
わ
く
会
員
〟

と
の
出
会
い
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
♡

　

以
上
、
担
当
の
佐
藤
で
し
た
！

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

始
め
ま
す

　

4
月
8
日（
月
）、平
成
31
年
度
就
任
式
、

始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
前
号
で
お
伝
え

し
ま
し
た
よ
う
に
、
3
月
末
に
職
員
の
異

動
・
退
職
が
あ
り
、
9
人
の
新
し
い
メ
ン

バ
ー
が
転
入
し
ま
し
た
。
南
小
国
中
学
校

の
良
き
伝
統
は
継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

生
徒
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
精
一
杯
の
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

今
年
の
本
校
教
育
目
標
は
「
き
よ
ら
の

郷
を
愛
し
、
学
び
合
い
、
高
め
合
い
、
夢

に
挑
む
南
中
生
の
育
成
」
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
プ
ラ
ス　

ワ
ン
の
実
践　

～
継
承

と
創
造
～
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
校
の
良
き
伝
統
は
継
承
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
加
え
、

新
し
い
南
中
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を

持
ち
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
方
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の

皆
様
方
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
き

よ
ら
の
郷
の
「
光
」
と
も
言
え
る
本
校
生

徒
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

入
学
式･

入
寮
式
（
4
月
9
日
）

　

本
年
度
は
、
34
人
の
新
入
生
が
入
学
し

ま
し
た
。
髙
橋
周
二
南
小
国
町
長
様
や
平

野
昭
夫
町
議
会
議
長
様
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
方
、
保
護
者
の
皆
様
方
に

見
守
ら
れ
る
中
、
ど
の
生
徒
も
凜
と
し
た

姿
勢
で
臨
め
ま
し
た
。
中
学
校
の
制
服
を

身
に
ま
と
っ
た
そ
の
姿
は
、
少
し
だ
け
大

人
っ
ぽ
く
見
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
環
境
の
中
で
や
る
気
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
思
い
を
大
切
に
、
大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
方
に
は
、
入
寮
式
も

行
い
ま
し
た
。
本
年
度
入

寮
生
は
9
人
（
内
一
人
は

3
年
生
へ
の
転
入
生
）
で
、

総
勢
22
人
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
寮
長
の
温
か
く
も
し
っ

か
り
と
し
た
歓
迎
の
言
葉

に
迎
え
ら
れ
、
入
寮
生
も

保
護
者
さ
ん
も
安
心
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
充
実
し
た
寮
生

活
に
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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道路や歩道への枝の張り出しや倒木により、歩行者や自動車等の通行に支障となる場合が

あります。歩行者及び自動車等の通行や、強風や大雨時の安全確保のため、樹木の管理に御

協力をお願いいたします。 

また、緊急の場合は、道路管理者が、道路通行の支障となる竹木や枝などを予告なく伐採・

撤去することがありますので、御理解願います。 

道路法面への植栽は、視界を遮ったり冬期の日当たりの障害となり路面凍結等につながり

日常生活の支障となりますので、無断植栽は止めて下さい。 

なお、樹木の倒木等が原因で歩行者や自動車等に損害が発生した場合、被害者から、 

樹木所有者の管理責任を問われることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路上に張り出している樹木・竹林伐採のお願い 

民法第717 条 土地の工作物の占用者及び所有者の責任 

１．土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物の占有者

は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を防止するのに必要な注意を

したときは、所有者がその損害を賠償しなければならない。 

２．前項の規定は、竹木の栽植又は支持に瑕疵がある場合について準用する。 

３．前二項の場合において、損害の原因について他にその責任を負う者があるときは、占有者又は所有者は、そ

の者に対して求償権を行使することができる。 

道路を安全に通行するため、一定の幅、一定の高さの

範囲内に通行の障害となるものを設けてはならない区域

として建築限界が定められておりますので、建築限界に

はみ出した（図上の通行障害部の）樹木等の伐採にご協

力お願いします。 

 

●支障となる例 

1 道路・歩道へ樹木・竹林等が張り出している。 

2 枯れ木・竹、折れ木・竹等により通行障害がある。

（または、その恐れがある）  

3 竹林の繁茂による通行障害がある。（または、その

恐れがある）  

4 雑草が道路上に伸び通行障害がある。見通しが悪

い。  

■問い合わせ 

熊本県阿蘇地域振興局 土木部 維持管理調整課  ☎０９６７（２２）１１１９ 

南小国町役場 建設課 土木係          ☎０９６７（４２）１１１４ 
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

被
災
宅
地
復
旧
支
援
事
業
に

は
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
宅
地
の
復
旧
を
支
援
す
る

「
南
小
国
町
宅
地
復
旧
補
助
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

原
則
と
し
て
申
請
は
２
０
１
９

年
度
末
ま
で
と
し
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
で
き
な
い

場
合
は
、
申
請
の
事
前
届
出
を

同
期
限
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
あ
る
被
災
宅
地
の
復

旧
工
事
を
行
う
所
有
者
、
管
理

者
又
は
占
有
者

■
対
象
と
な
る
宅
地

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
時

に
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
土
地
（
民
間
企
業
や
団
体
等

の
社
宅
や
寮
は
含
ま
な
い
）

■
対
象
と
な
る
工
事

①
復
旧
工
事
（
宅
地
被
害
に
対

し
て
原
型
に
復
旧
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
た
工
事
）

・
の
り
面
の
復
旧
工
事

・
擁
壁
の
復
旧
工
事
（
旧
擁
壁

の
撤
去
な
ど
を
含
む
）

・
地
盤
の
復
旧
工
事
（
陥
没
へ

の
対
応
工
事
を
含
む
）

②
地
盤
改
良
工
事
（
液
状
化
が

発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
区
域

に
限
る
）

③
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復
工

事
（
住
宅
建
屋
の
基
礎
の
沈

下
又
は
傾
斜
を
修
復
す
る
工

事
）

※
地
震
後
の
工
事
で
既
に
完
了

し
て
い
る
も
の
も
含
む
。

※
工
事
に
関
す
る
調
査
及
び
設

計
費
を
含
む
。

※
新
た
に
フ
ェ
ン
ス
、
給
排
水

設
備
等
を
購
入
し
設
置
す
る

工
事
は
対
象
外

※
復
旧
工
事
費
50
万
円
以
下
の

工
事
は
対
象
外

■
補
助
額

　

対
象
工
事
費
か
ら
50
万
円
を

控
除
し
た
額
に
３
分
の
２
を
乗

じ
て
25
万
円
を
加
え
た
額

※
対
象
工
事
費
（
消
費
税
を
含

む
）
が
一
千
万
円
を
超
え
る

場
合
は
、
６
５
８
万
３
千
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

建
設
課
土
木
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
特
定

外
来
生
物
で
す
！

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
米

原
産
の
多
年
草
で
、
５
月
～
７

月
に
黄
色
い
コ
ス
モ
ス
に
似
た

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
他
の
植
物
に
必
要
な
養

分
や
水
分
を
奪
い
、
野
生
化
し

大
群
落
を
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
定
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
生
き

た
ま
ま
の
運
搬
や
栽
培
、
譲
渡

な
ど
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
違
反

す
る
と
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

■
花
の
特
徴

・
花
の
色
は
黄
橙
色
、
中
心
も

同
じ
色

・
大
き
さ
は
５
～
７
㎝
位

・
八
重
咲
き
の
も
の
も
あ
る

・
開
花
時
期
は
５
～
７
月
頃

・
花
び
ら
の
先
端
に
は
不
規
則

に
４
～
５
つ
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が

あ
る

■
葉
の
特
徴

・
成
長
初
期
は
、
細
長
い
へ
ら

状
・
両
面
に
荒
い
毛
が
生
え
て
い

る
■
駆
除
の
方
法

①
花
が
咲
き
始
め
る
頃
、
根
か

ら
抜
き
取
る
の
が
効
果
的

②
抜
き
取
っ
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
は
、
２
～
３
日
天
日
に

さ
ら
し
て
枯
ら
す

③
種
子
を
つ
け
た
も
の
は
、
種

子
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
、
枯
死

ま
た
は
腐
敗
さ
せ
る

④
前
述
の
処
理
を
し
た
後
、
可

燃
ご
み
（
黄
色
い
ゴ
ミ
袋
）

と
し
て
指
定
日
に
出
す

　

根
絶
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
毎
年
根
気
よ
く
続
け
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
役
場　

町
民
課
保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

・
阿
蘇
自
然
環
境
事
務
所

☎（
３
４
）０
２
５
４

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

■
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８

月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月

20
日
ま
で
。
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行
政
相
談
委
員
の
お
知
ら
せ

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
秋
吉
又
夫
さ
ん（
杉
田
下
）

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談

委
員
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

き
、
行
政
運
営
の
改
善
等
に
熱

意
を
有
す
る
人
に
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
感
じ
た
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
の
要
望
や
意
見
な
ど
を
直
接

受
け
付
け
、
町
民
と
役
所
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
、
そ
の
解
決
・

実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

町
民
課
戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

桜お
う
じ
ゅ樹
法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

5
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
員
控
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場　

町
民
課
戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

無
料
法
律（
手
続
）相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

憲
法
週
間
の
行
事
と
し
て
、
無

料
法
律
（
手
続
）
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
弁
護
士
、
調
停

委
員
、
法
務
局
職
員
、
検
察
庁

職
員
及
び
裁
判
所
職
員
が
応
対

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

5
月
20
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
迄
）

■
場
所

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
阿
蘇

支
部

■
相
談
内
容

・
民
事
一
般
（
売
買
、賃
貸
借
、

雇
用
、
交
通
事
故
等
）

・
家
庭
問
題
（
離
婚
、
親
子
関

係
、
相
続
等
）

・
人
権
問
題
、
多
重
債
務
、
登

記
、
戸
籍
問
題　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
阿
蘇

支
部

☎（
２
２
）０
０
６
３

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採

用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

募
集
職
種
や
受
験
資
格
、
受

験
申
込
書
の
配
布
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本

県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド

検
索

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
野　

蘭
子　
様　

田
の
原

（
故
）梶
原
フ
ミ
カ　

様　
　

佐
藤　

良
三　
様　

志
津
上

（
故
）ア
ツ
子　

様　
　
　
　

橋
本　

禎
二　
様　

黒
川

（
故
）光　

様　
　
　
　
　
　

田
中　

宗
孝　
様　

新
町
１

（
故
）ス
エ
子　

様　
　
　
　

日
隈　

秀
仁　
様　

椚
の
本

（
故
）ハ
ナ
子　

様　
　
　
　

金
丸　

福
良　
様　

黒
川

（
故
）シ
ノ
ブ　

様　
　
　
　

坂
本　

辰
代　
様　

鬼
山
上

（
故
）荘
次　

様　
　
　
　
　

村
上　

吉
宏　
様　

古
賀

（
故
）幸
夫　

様　
　
　
　
　

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。南

小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

そ
れ
って
　

い
つ
も
と

お
な
じ
だ
ね
…

令
和
が

ス
タ
ー
ト
!!

令
和
が

ス
タ
ー
ト
!!

そ
し
て
10
連
休

真
っ
只
中
ラ
ヨ
!!

そ
し
て
10
連
休

真
っ
只
中
ラ
ヨ
!!

せ
っ
か
く

　
な
の
で

せ
っ
か
く

　
な
の
で

掃
除
…
は

  

い
つ
で
も

 

で
き
る
し
…

掃
除
…
は

  

い
つ
で
も

 

で
き
る
し
…

や
っ
ぱ
り

　
　
こ
れ
！

や
っ
ぱ
り

　
　
こ
れ
！

普
段
な
か
な
か

や
ら
な
い
事
を

や
る
ん
ラ
ヨ
～

普
段
な
か
な
か

や
ら
な
い
事
を

や
る
ん
ラ
ヨ
～

他
に

や
れ
る
事
と

言
っ
た
ら
…
…

他
に

や
れ
る
事
と

言
っ
た
ら
…
…

の
ん
び
り

休
み
を

満
喫
ラ
ヨ

の
ん
び
り

休
み
を

満
喫
ラ
ヨ

れ
い
わ

れ
い
わ

じ
ゅ
う
れ
ん
き
ゅ
う

じ
ゅ
う
れ
ん
き
ゅ
う

まま

た
だ
な
か

た
だ
な
か

ふ
だ
ん

ふ
だ
ん

こ
と
こ
と

ほ
か
ほ
か

こ
と
こ
と

いい
そ
う
じ

そ
う
じ

ま
ん
き
つ

ま
ん
き
つ

や
す
や
す

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

試験の種類 第１次試験 申込受付締切
※当日消印有効

県職員（大学卒業程
度、免許資格職） ６月２３日（日）

※東京会場有 ５月１０日（金）
県職員（民間企業等
経験者対象）

警察官（警察官Ａ） ７月１４日（日） ５月３１日（金）
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

5/
12日 春の全国交通安全運動（5/11～5/20）

13 月

14 火

15 水

16 木
心配ごと・行政相談　10：00～　りんどう荘
１歳６か月児健診　13：15～受付

おぐに町民センター

17 金 さくら荘カフェ　13：00～　さくら荘
定期法律相談　13：30～　役場会議室　※要予約

18 土 南小国中学校体育大会　8：45～入場行進
※雨天順延

19 日 小国高校体育大会　9：00～　※雨天順延

20 月 交通事故死ゼロを目指す日
狂犬病予防注射

21 火 狂犬病予防注射

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日 第13回涌蓋山登山　8：30　役場駐車場集合

27 月

28 火

29 水 南小国町戦没者追悼式  10：00～  役場きよらホール

30 木 １歳児健診　13：15～受付　管理センター

31 金 固定資産税　第１期　納期限
軽自動車税　全期分　納期限

6/
1土

2 日

3 月 かわせみ座 [演劇]　14：00～　市原小学校体育館

4 火

5 水 乳児健診　13：15～受付　おぐに町民センター

6 木

7 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

8 土

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

3
／
23
生　

佐さ
と
う藤　

里り

お桜
ち
ゃ
ん

　
（
父
）亮･

（
母
）恵
里
菜　
　

高　

花

3
／
29
生　

佐さ
と
う藤　

洸あ
ふ
る　

ち
ゃ
ん

　
（
父
）亮･

（
母
）里
佳　
　
　

下
町
２

3
／
29
生　

井い
の
う
え上　

航こ
う
だ
い大

く
ん

　
（
父
）貴
弥･

（
母
）直
美　
　

小　

田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

3
／
27　

安
藤
マ
サ
子（
93
）田　

尻

3
／
27　

鎗
水
ミ
チ
子（
77
）動
目
木

3
／
31　

日
隈
ハ
ナ
子（
86
）椚
ノ
本

4
／
3　

坂
本
　
莊
次（
88
）鬼
山
上

4
／
13　

橋
本
　
陸
男（
81
）新
町
２

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（3月31日現在）

世帯数　1,786世
帯

（－２）
　男　　1,885人

（－10）
　女　　2,143人

（－11）
　計　　4,028人

（－21）
※（ ）は前月比

５月・６月令和元年
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地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

4月
生まれ
希望者
のみ
掲載

　（父）誠さん

　（母）絵里さん

元気にのびのび育ってね！

佐藤　咲月 ちゃん
ささ つきつき みみ うう かか

30.4.5生

扇
　（父）寛貴さん

　（母）華鈴さん

小さく生まれたけど、大きく育っ
てくれてありがとう。これから
もすくすく大きくなってね♪

中島 未海華 ちゃん
30.4.17生

新町３

BIRTHDAY
   H

A
PPY

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

こんにちは！
光ネットワークです！

　いよいよ、５月１６日（木曜日）より、役場庁舎横の南小国町ケーブルテレビ情報センター
にて、【光ネットワーク株式会社 南小国事務所】の業務を開始します！
　今後の各種届出の窓口はこちらになりますので宜しくお願い致します。
　尚、ケーブルテレビ、告知端末、インターネット（メール）、高齢者見守りサービスに関す
るお問い合わせや、故障かな？といったお問い合わせは、これまでどおり、下記電話番号
までお願い致します。

＜届出が必要な手続き＞
　　・加入申込み　　　　・契約内容の変更
　　・振替口座の変更　　・名義変更
　　・利用休止　　　　　・利用廃止

＜お問い合わせ等電話番号＞

☎０９６７（４２）１３２０
南小国町赤馬場１４３　南小国町ＣＡＴＶ情報センター内

※受付時間：（平日）午前８時３０分～午後５時３０分
※受付時間外・土日祝祭日は、南小国事務所はお休みですが、電話受付

の対応は行っております。
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